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１． 研究計画の概要  
国際社会の金正日政権に対する圧力が高まっ

ている。この状況の中、今後のシナリオの一

つとして台頭しているのが北朝鮮政権の崩壊

である。このシナリオが呼び起こす大きい憂

慮の一つはおびただしい数の北朝鮮難民の中

国と韓国への移動である。そのなか、2004年
北朝鮮人権法発効以後、少数人であるが、北

朝鮮人に難民の地位を付与し始めたアメリカ

を含んだ3国の人権政策が重要なテーマとし

て浮び上がっている。1995年に約3百万人の

餓死者が生まれたと推定されているが、その

原因となった北朝鮮の食糧不足事情は改善さ

れないまま続いている。一方、韓国の経済力

に対する情報が中国国境域にある北朝鮮の北

部中心に広がり、脱北して韓国に定着する北

朝鮮人の数が毎年幾何級数的に増加している

(韓国統一省の2009年統計：96年86人、01年5
83人、05年1,383人, 08年2,809人)。しかしも

っと多くの北脱者たちが中国の各地で身を隠

していると推定されており (中国政府統計：1
0,000人、韓国政府統計：30,000人、国際NG
O統計：300,000人)、さらに現在経済制裁措

置等で窮地に追い込まれている北朝鮮の経済

状況がより悪化する場合、北脱出者の数はも

っと増えると予想される。特に脱北者全体の6
0パーセントを占めている北朝鮮女性たちに

対する中国での人身売買、不法強制結婚など

の人権侵害はとても深刻な状況と見られる。

この研究は米国、中国、韓国の三国の北朝鮮

脱北者に対する人権政策を比較、分析すると

同時に、性的に特殊な問題として現われてい

る難民女性たちの人権問題も同時に研究しよ

うとするものである。 
 
２． 研究の進捗状況 
研究は特に大きな障害もなく、順調に進んで
いる。この３年間でデータ収集と文献研究が
達成された。最終年の今年は本の原稿完成に
専念する予定である。 
 
３．現在までの達成度 
本プロジェクトの最終目標は本の出版であ
る。この３年間で、本研究に関する論文は計
７回雑誌に掲載され、計８回会議で発表され、
一度本の章として掲載されている。また既に
アメリカのプレガ社との本出版契約をとり
つけている。 
 
４． 今後の研究の推進方策 
今後も人権問題研究を続けるが、異なった観
点から取り組むつもりである。この３年の研
究で、このトピックは主に法的・政治的そし
て安全保障体制の面から注目されていると
いう事が判明した。この事から、今後は「国
家」より「人」という観点に置き替えて人権
問題を捉えてみたいと思う。その為には、象
徴的相互作用主義といった社会主義的観点
からの応用が有能だと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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